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六
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督
教
学
専
修
講
義
題
目

片
柳
榮
一
　
教
授

　
　

講
義

　
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
学
概
論
」

　
　

特
殊
講
義

「時
と
永
遠
」

　
　

演
習

　
　
　
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
「
1
1
1
　
1
神
論
」
を
読
む
（
原
典

　
　
　
　
　
　
　

演
習
）
」

　
　

演
習
　
　
　
「
ロ
ー
マ
書
を
読
む
（
原
典
演
習
）
」

　
　

演
習
　
　
　
「
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
を
読
む
（
デ
ン
マ
ー
ク
語
演
習
）
」

芦

名
定
道
助
教
授

　
　

特
殊
講
義
　
「
自
然
の
諸
問
題
か
ら
公
共
性
へ
ー
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
　
　
　
　

思
想
の

視
点
か
ら
ー
」

演演
習習

「
日
本
・
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
ー
植
村
正
久

（
2
）
⊥
（
『
真
理
一
斑
』
な
ど
）

「宗
教

と
科
学
の
新
た
な
関
係
構
築
に
向
け
て
ー

プ
ロ

セ

ス

神
学
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演
習
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
研
究
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現
在
」

片
柳
榮
一
教
授
・
芦
名
定
道
助
教
授

　
　
演
習
　
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
学
の
諸
問
題
」

森
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郎
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師

　
　
特
殊
講
義
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哲
学
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2
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ー
『
場
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論
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と
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観
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を
読
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ー
⊥
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京
都
大
学
基
督
教
学
会
規
約

一
、

本
会
は
京
都
大
学
基
督
教
学
会
と
称
し
、
事
務
局
を
京
都
市
左
京
区

　
　
吉
田

本
町
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室

　
　
に
置
く
。

二
、
本
会
は
基
督
教
学
研
究
の
進
展
を
目
的
と
す
る
。

三
、
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
事
業
を
行
う
。

　
　
（
一
）
研
究
発
表
会
、
講
演
会
な
ど
の
開
催

　
　
（
1
1
）
学
会
誌
『
基
督
教
学
研
究
』
の
発
行

　
　
（
1
1
1
）
内
外
の
研
究
機
関
及
び
研
究
者
と
の
相
互
交
流

　
　
（
四
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
業

四
、
本
会
は
基
督
教
学
の
研
究
に
従
事
す
る
者
、
も
し
く
は
本
会
の
趣
旨

　
　
に
賛
同
す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
入
会
は
委
員
会
の
承
認
に

　
　
よ
る
。

五
、
本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ

　
　
に
充
て
る
。

　
　
会
員
は
年
会
費
五
千
円
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。
会
員
の
う
ち
年
額

　
　
一
口
五
千
円
を
二
口
以
上
納
め
る
も
の
を
維
持
会
員
と
す
る
。

六
、
本
会
の
運
営
の
た
め
に
次
の
委
員
を
置
く
。

　
　
（
1
）
代
表
者
（
一
名
）

　
　
（
二
）
委
　
員
（
若
干
名
）

　
　
（
三
）
監
　
事
（
一
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二

　
　
代
表
者
、
委
員
、
監
事
は
会
員
の
間
か
ら
選
出
し
、
任
期
を
二
年
と

　
　
し
、
再
選
を
妨
げ
な
い
。

七
、
本
会
は
毎
年
総
会
を
開
き
、
会
計
及
び
一
般
報
告
を
行
い
、
必
要
事

　
　
項
を
協
議
す
る
。

八
、
本
規
約
は
委
員
会
の
発
議
に
基
づ
き
、
総
会
に
お
い
て
変
更
す
る
こ

　
　
と
が
で
き
る
。

　
　
（
本
規
約
は
一
九
九
八
年
一
二
月
か
ら
施
行
す
る
。
）

　
　
代
表
者
‥
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晃
兆

　
　
委
　
員
‥
林
　
忠
良
、
片
柳
榮
一
、
宮
庄
哲
夫
、
勝
村
弘
也
、

　
　
　
　
　
　
芦
名
定
道
、
武
藤
慎
一
、
竹
田
文
彦

　

　
監
事
‥
水
垣
渉
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濱岩鬼今津大小土勝
崎野頭出田月池井村
雅祐葉敏謙栄三健弘
孝介子彦治子郎司也

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
文
学
部
教
授

関
西
学
院
大
学
教
授

京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
課
程
学
修

明
治
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
課
程
学
修

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
課
程

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
課
程

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
課
程

、　　　、

三
、

四
、

五
、

六
、

『基
督
教
学
研
究
』
投
稿
規
定

寄
稿
者
は
本
学
会
員
に
か
ぎ
る
。

内
容
は
未
発
表
の
学
術
論
文
で
あ
る
こ
と
。
採
否
な
ら
び
に
掲
載
の

時
期

は
、
査
読
委
員
に
よ
る
査
読
の
報
告
に
基
づ
き
、
編
集
委
員
会

が
決
定
す
る
。

寄
稿
原
稿

は
、
論
文
に
つ
い
て
u
四
O
O
字
詰
原
稿
用
紙
四
〇
～
五

o
枚

（註
・
図
表
な
ど
を
含
む
）
相
当
、
研
究
に
つ
い
て
は
三
〇
枚

相
当
と
す
る
。

寄
稿
原
稿
の
執
筆
細
目
お
よ
び
査
読
審
査
規
定
に
つ
い
て
は
、
別
途
、

原
稿
執
筆
要
項
等
の
内
規
に
て
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

寄
稿
原
稿
に
は
、
欧
文
タ
イ
ト
ル
、
執
筆
者
欧
文
氏
名
を
付
記
す
る

こ
と
。

原
稿
が
採
用
さ
れ
た
場
合
、
執
筆
者
に
は
抜
刷
三
〇
部
を
贈
呈
す
る
。

（本
規
定
は
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
六
日
か
ら
施
行
す
る
）

一
八
三



第
二
十
六
号
編
集
実
務
委
員
会

高

　
野
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忠
　
良

片

　
柳
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1
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道
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1

竹

　
田
　
文
　
彦

二
〇
〇
六
年
十
二
月
二
十
日
印
刷

二
〇
〇
六
年
十
二
月
三
十
日
発
行

発
行
者

発
行
人

発
売
元

印
刷
所

定
価
一
五
七
五
円

（本
体
一
五
O
O
円
）

京
都
大

学
基
督
教
学

会

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都

大
学

大
学
院

文

学

研
究

科

キ

リ
ス
ト
教
学
研
究
室
内

高
　
野
　
晃
　
兆

㈱

　
一
麦
出
版
社

札
幌
市
南
区

北
ノ
沢
3
丁
目
4
－
1

㈱

ア

イ
ワ
ー
ド

本
誌
の
御
註
文
は
、
最
寄
の
キ
リ
ス
ト
教
書
店
、

も
し
く
は
、
右
記
、
京
都
大
学
基
督
教
学
会
（
振

pm

O
1
O
三
〇
ー
五
ー
七
二
〇
七
）
へ
、
送
料
と

も
一
七
八
五
円
（
定
価
一
五
七
五
円
、
送
料
1
1
1

o
円
）
を
添
え
て
お
申
込
み
下
さ
い
。
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